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　Abstract :　The abnormal flowers in this study were rather small and leafless, and their anthers

and pistilsappeared at relatively early stage of bud development because of the reduced growth

of their petals｡

　The abnormal flowers had not appeared on the trees in controlled temperature greenhouses.

where the minimum air temperatures in the winter were held above 5°Ｃ，but in ambient conditions

the tested trees in pots were defoliated in large numbers by cold wind through the winter, and

produced small and leafless flower buds> which were abnormal in more than 70 ％of allin 1976.

　　　　　　　　　　　　　　　　４緒　　　言

　当研究室圃場のヒュウガナツやポンカンには，例年，異常花が多｣く現われ，その大部分は結実に

至らす，落下する場合か多い。この異常花はつぼみの時期に花べんが十分に伸長しないまま，雄ず

いや雌ずいの先端がつぽみの外側にはみ出した形状を示す。この異常花の発生原因について，その

究明の手始めに冬季の低温について考察した。

　　　　　　　　　　　　　　　　材料および方法

　1975年の９月中旬に３年生のヒュウガナツを30 /‘容のポリポットに移植した。培地には肥効の

でやすいように，やせた傾斜地土壌を用い，それに容量で％～％程度のピートモスを混ぜて通気性

をよくした。移植後，ある程度土壌になじんだ頃の11月１日から翌年の３月30日まで，温度処理お

よび施肥処理を行なって樹勢を変化させた。温度処理は戸外の対照樹に対して，人工気象室を用

い，･日中20°Ｃ，夜間をそれぞれ5, 10および15°Ｃとした。　また，それぞれの区に施肥区と無施

肥区を設け，４反復した。施肥は11月上旬と12月上旬にそれぞれポットあたり約30gの複合肥料

　(18, 11, 11)を表面散布した。

　　　　　　　　　　　　　　　　結果および考察

　この実験懲発生した異常花は第１図のように，やくや柱頭がつぼみの先端から露出する一種の花

べん短縮症である。　この異常花は小形の直花に多く現われ，大形の有葉花にはほとんど発生しな

い。その発生状況は第２表のとおりで，人工気象室の供試樹では一つも発生しなかったか，戸外の

対照樹では開花総数に対して７割以上の花が異常花となり，ほとんど落花した。したがって，この
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Fig. 1. A distinctive feature of abnormal

　flowers.
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Fig. 2. Diurnal changes in the ｍａχimum

　and minimum air temperatures in ambient

　conditions.

異常花の発生には戸外の気象要因か大き

く関与しているものと考えられる。実験

期間中，１月上旬から３月下旬までに

Ｏ°Ｃ以下に降下した回数は17日あった

が，その中で３月中旬の１日を除けば，

すべて１月に集中している（第２図）。

最低気温は１月21日から同23日までの３

日間，－3°Ｃ以下に降下し，同22日には

－5°Ｃの極温を記録した。なお，この実

験場所は広い平野の中にあり，気流か停

滞しやすいうえに，冬季は無風快晴の天

気か多くて，放射冷却の激しいところで

ある。そのため，樹温は第２図の最低気

温（百葉箱）よりもさらに1～2°Ｃ低く

なっていることもありうると考えられ

る。一方，同期間の最高気温はほとんど

20°Ｃ以下で，最高気温の月平均は１月に

10.4°ｑ，2月に12.2?Ｃ，3月に14.3°Ｃ

であった。この最高気温が人工気象室の

温度に比べで低かったことも異常花の発

生にいくらか影響しているかも知れない

か，むしろ夜間の低極温の方が花器の発

達に大きく障害を与えたものと考えられ

る。この異常花は当研究室圃場のポンカ

ンにも多く発生しているが，高知県果樹

試験場の調査では昭和50年度のポンカン

の異常花発生率は室戸地方で47.5 %,

果樹試験場圃場で46.6%となっており，

地域的な差異か認められていない（2）。し

かし，その樹林の部位別発生率は上部で

63.7 %,中部で53.5 %,下部で40 4

％･となり，放射冷却の激しい部位に発生

率が高い傾向を示している。さらに同果試の調査では，異常花の発生に及ぼす日照量の影響は認め

られなかった。岩崎氏は興津で多くのカンキツ品種が不完全花となることを観察し，花柱および子

房がある程度退化した不完全花はレモンやライム，ブンタンなどで80％以上，またヒュウガナツで

10～20％の発生率であった(1)。これらの不完全花はその後の発育か不十分で落下しやすくなり，結

実率を低下させる。この不完全花は本実験の異常花とは形態的に異なるが，その子房や花柱が十分

に発達しない原因の一つには冬季の低温か関係しているのかも知れない。本実験の異常花はおもに

貧弱な直花に発生し，大形の有葉花にはほとんど発生しないことから，その発生を防ぐためには樹

勢を強くして，強勢な新芽を多く出させることか必要である。本実験でめ施肥の効果は春枝の発芽

を早くし，その新しよう伸長丘1を増加させるばかりでなく，開花を早め，開花期間を長くし，さら

に開花数を多くして，結実率を高くした(第１表)。　これらの効果は戸外の対照樹でも，ある程度
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Night temp.

15° Ｃ

10°Ｃ

Ａ

NA

Ａ

NA

　５°Ｃ　　・Ａ

　　　　　●ＮＡ

Ambient　Ａ

　　　　　NA

Flowering period　　Flower numbers

3.10～4.20

3.29～5.10

3.25～5.10

4.20～5.17

4.6　～5.17

5.2　～5:26

5.10～6.1

5.17～6.1

96±28.3

101±33.3

123±25.7

74±14.8

269±41.0

216±25.4

215土　9.0

161±27.1

Rate of
abnormal

78.0

75.8

Fruit set**

¬
　30±5.9

　19±6.6

　26±4.1

　20±3.3

0

｡

0

.

８±

4±

5±

4士

The period of temperature treatment was from Nov. 1 , 1975 to Mar. 30, 1976.

Day temperature in the controlled houses was set at 20°Ｃ.

Ａ :　Fertilizer application, NA :　Fertilizerｎｏ･application.

＊:　standard errors in 4 replication.

＊＊:The percentage at August 23.
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Time

　5.2～5.10

5.11～5.17

5.18～5.26

5.27～6.1

Fertilizer application

Flower

　19　±7.1

　62.5±3.24

130　±12.2

　4　±0.91

＊:　standard errors

Rate of

84.2

83.2

73.8

66.7

　Fertilizer ｎｏ･application

　　　　-Flower　　　　Rate of

　　　０

　　　　　　斧50　土7.07

107.7±29.1

　3.3±1.89

　　－

84.0

72.7

65.7

３
２

　
－
　
一

１
１

0.19

0.04

みられたが，夜温が高くなるにつれて，より顕著にな‘つた。しかし対照樹では,｡施肥区であっても

有葉花はみられず，異常花の発生も施肥の影響をほとんど受けていない。このことは，冬季の寒風

害による落葉や低温によって樹体の養分吸収が抑制され，施肥の効果が十分にあがらなかったこと

によるものと考えられる,。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　摘　　　　要

　本実験で発生したヒュウガナツの異常花はつぼみの期間に花べんが十分に伸長しないまま，やく

や柱頭がつぽみの先端から露出した形状を示す。この異常花はおもに小さい直花に発生し，強勢な

有葉花にはほとんど発生しなかった。　こ｡の異常花は冬季の最低気温を５°Ｃ以上に保つと発生しな

かったが，自然状態では開花総数の70％以上に発生した。
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